
 

 

 

 

 

 

 

 

寒くなると共に猛威を増してきたコロナ感染症ですが、予防策を講じながら活動をソロリソロリと

実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                                    

                                    

                                    

                                     

 

 

                                    

ひ
よ
ど
り
台 

第 ６ ９ 号 

2021.1.24 

発行 ひよどり台エコタウンクラブ(ひよどり台ふれあいのまちづくり協議会環境対策部会)  

神戸市北区ひよどり台３－４ ひよどり台交流プラザ 内  電話＆ＦＡＸ： 743-0052 

 

エコタウンだより 

©神戸市No.02-002 

神戸市出前トーク 

容器包装プラスチックの出し方・分け方講座！ 

～容プラの出し方 悩みなど お聞きします～ 

神戸市の家庭ごみの現状、容プラの見分け方・出し方、容プラのリサイクルの流れなど 

 

日  時 ２月 ２７日（土）14：00～15：30 

場  所 ひよどり台交流プラザ  

定  員 ２０ 名 （先着順） 

講  師 神戸市環境局 北事業所職員 

申  込 交流プラザ事務室へ ☎/Fax:743-0052 

または Mail:koupula@ck2.so-net.ne.jp 

     持 ち 物 マスク マイスリッパ 

≪オオキンケイギク防除作業実施≫ 10/7 

18人参加 

コロナのためこれまでより実施が遅

れ、開花の時期を逃しましたが、秋に株

の状況を見分けながら作業をしました。 

特定外来生物の除去作業は、ひよどり

台公園では 3回目になります。なかなか

根絶は難しいと感じています。 

 

～ 缶のゴミの出し方にご注意を～ 

1. 中身は全部使い切ってください！ 

2. 穴あけ不要です！ 

3. 燃えないごみと分けて中身の見える袋で出してください！ 

（指定袋は使えません。透明・半透明の大きさ１５リットルまでの袋で） 

4. クリーンステーションに燃えないごみと場所を分けて出してください！ 

5. この変更に伴い、昨年 4月から地域福祉センターでの特別回収は終了しています。 



 

～地球を救うのは一人ひとりの消費者の行動から～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の食品ロス、年間 612 万

トンの約半分は家庭から 

⇒ 冷蔵庫を確認してから買

い物に行く、今日食べ

るものは陳列棚の手前

からとる、などの廃棄

物をなくす工夫を！ 

 

地球の危機を救うマーク 

がついた商品を選ぼう 

 

ペットボトルキャップ回収に 

ご協力ありがとうございます 
 

2019.7~2020.11月回収分は 約 26,000 個でした！ 

⇒ワクチン２１人分 

⇒ゴミとして焼却されなかたため CO2 も削減できました。  

キャップはリサイクル事業者へ回し、その資金は「世界のこどもに 

ワクチンを日本委員会」へ寄付されます。  

回
収
箱
は
交
流
プ
ラ
ザ

の
玄
関
に
あ
り
ま
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  朝日新聞・神戸 ASAの活動に協力しています。 

★ 出張トーク「エシカル消費って何？」を開催   11/28 27 名参加 

（その他のエコタウン活動）  

12/13 交流プラザ大掃除参加   

12/18 ひよどり台クリーン作戦参加 

 12/18 資源集団回収量調査用紙を各地域団体に配布 

 

ミミズ液肥 

お分けします 

ミミズ、床土、バケツなど生ゴ

ミ堆肥化用資材もご希望の方

はプラザまでご連絡下さい 

 必要なものを、必要な分だけ買うように心がける 

 電気や水を大切につかう 

 リユース、リサイクルできる製品を選ぶ 

 生産地や生産国をチェックする 

 長く使えるかどうかを考えて選ぶ 

 エシカルな認証やマークがついたものを選ぶ 

エ
シ
カ
ル
消
費
を
実
践
し
よ
う 

講師：神戸市消費生活センター職員 

各自の毎日の「エシカ

ル消費」によって、世界

の全ての人たちが幸

せに---- 

みんなで取り組む持

続可能な開発目標達

成につながります 


